
ネパール・ヌワコット

洪水被害の状況＜第四報＞

■ヤギ飼育 約90世帯の聞き取りを開始 支援する子ども約20人は学校に戻りました

現地NGOパートナーのシグラジ・タマン氏から、

第四報のための聞き取り結果が届きました。HFI

が支援してきたヤギ飼育の約90世帯と、子どもた

ち約20人の状況です。

最初に確認できたファウテ・タマンさんご一家

は、亡くなった方も行方不明の方もありません。

ただし三男さんのお宅は土砂に埋まり、母屋も半

壊して住める状態ではなく、いまは村でお母さま

と身を寄せておられます。ヤギをはじめ家畜は無

事で、草地や畑も大きな流失はありませんでした。

残る世帯の聞き取りは、判明した分から順にお

伝えしてまいります。

被災されたご家族のいま

 ヤギ飼育 約90世帯の聞き取りを開始
 子ども 約20人は無事・通学を再開
 ビドゥル市では9月9日に65校が再開
 行方不明のお父さんは今も手がかりなし
 現金支援は10世帯へ（2,000〜20,000ル

ピー）
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■ 子どもたち約20人の状況

支援している子どもたちは、確認できた範囲で全

員無事です。いまはお母さまとともに借りたお部屋

で暮らし、教室に戻って学びを続けています。

現地紙カトマンズ・ポストによると、ビドゥル市

では65校が9月9日に授業を再開しました。被災前は

79校で、5校が全壊、9校は避難所として使われてい

ます。制服がなくても通いやすい学校に通ってよい、

との市の方針も示されました。

■ 行方不明のお父さんと、お孫さんを育てるおばあ

さん

水力発電所のトンネルで行方不明になったロシ・

タマンさんのお父さんは、いまも見つかっていませ

ん。現地からも「新しい情報はない」との報告です。

政府は、3か月を過ぎても消息がわからない場合に

死亡として登録できるよう、手続きの整備を進めて

います。必要なのは家賃の支えと、仕事につながる

支援です。

二人のお孫さんを育てているおばあさんとお子さ

んたちは、いま一緒に暮らしておられます。状況は

厳しく、お子さんたちが学校を離れずにすむよう、

教育費の継続的なご支援が必要です。

■写真：土砂に埋まった川ぞい
大きな土砂崩れで川ぞいの道がふさがれま
した。いまは重機で土砂を取り除き、仮道
路を開く工事が進んでいます。



水道・道路・調理ガス

いま何が起きているか

■ビドゥルでは深刻な給水制限が続いています 水道の本格復旧には約5,000万ル

ピーが必要です

9月上旬の公表情報では、ビドゥル市街地で深

刻な給水制限が続いています。ビドゥル水道消費

者組合によると、水源のファラク川取水施設と約

4〜4.5kmの送水本管が流失・損傷し、一時は12

日に1度しか給水できない地域もありました。通

常給水の回復には4か月以上かかる可能性がある

とされています（カトマンズ・ポスト 9月8日）。

飲料水事務所の見積りでは、本格復旧に約

5,000万ネパールルピー（5クロー）が必要です。

政府から発電機とポンプが提供されましたが、送

水管の資材費と工事の人件費には、なお手当てが

ついていません。

当面の水は、ネパール赤十字が市内5か所に設

置した5,000リットルの給水タンクが支え、約

400世帯が利用しています。

道路は、クリシュナビールで崩落区間を迂回す

る仮設道路が9月17日に通行再開しました。その

後の大雨で9月29日時点は片側交互通行となり、

双方向に戻す作業が続いています。資材と人員を

運び込めるかが、水道復旧の速さを左右します。

水道と道路

 給水制限が続く、復旧費は約5,000万ルピー
 水源と約4〜4.5kmの本管が流失・損傷
 赤十字のタンク5か所で約400世帯が給水
 クリシュナビールは9月17日再開、なお片側

通行
 市内の飲料水源15検体中5検体で大腸菌
 LPガスは改善もなお不足、薪に依存
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■ 調理用ガス

クリシュナビールの仮設道路が9月17日に通行

再開し、LPガスを含む物資の輸送環境は改善しま

した。現地パートナーによると供給量はなお十分

ではなく、各ご家庭は電磁調理器、炊飯器、薪、

LPガスを入手状況に応じて使い分けています。停

電が重なると薪への依存が戻ります。

■ 小規模浄水という選択

本管の全面復旧には少なくとも数か月を要する

可能性があり、その間は水系感染症が大きな健康

リスクになります。ビドゥル市では市内の飲料水

源15検体中5検体から大腸菌が検出され（カトマ

ンズ・ポスト 9月4日。該当水源はその後塩素消

毒）、ラスワの避難センターでは3週間で81件の

下痢症が報告されています（ライジング・ネパー

ル 9月19日）。9月上旬の保健当局の説明では大

規模な流行は確認されていません。経口コレラワ

クチンの接種は9月10日に始まり、9月20日付の

現地報道ではヌワコットの自治体で40,291人が

接種したとされます。

ネパールにはENPHOの塩素液「ピユシュ」や

発泡塩素錠など、家庭で使える浄水手段が確立し

ており、蓋付きの貯水容器と石けんを含めても1

世帯数千ルピー程度です。ただしUNICEFがすで

に浄水剤やジェリカンを配布しているため、重な

らないことを第7区で確認したうえで検討します。

第五報では、第7区の飲み水の入手先、浄水の

有無、他団体の配布状況を聞き取り、可否をご報

告します。

調理用ガスと小規模浄水

■写真：土砂に埋もれた水力発電所（堆積は約15メートル）左は洪水前



現金支援の状況と、記録のしかた

現地パートナーHFSNは、被害を受けたご家族への現金支援を始めています。

第四報の時点で、支援をお届けできたのは10世帯です。金額は各ご家庭の事情

に応じて、20,000ルピー、6,000ルピー、5,000ルピー、3,000ルピー、2,000

ルピーと幅があり、主に日用品や生活に欠かせない家財の購入にあてられました。

住まいを失った直後のご家族に、その場で領収書をお願いすることはできませ

んでした。そこで今後は、領収書に代えて「受領確認書」に切り替えます。氏

名・世帯・金額・日付を記し、ご本人の署名または拇印をいただきます。お渡し

にはワード役員など第三者に立ち会っていただき、立会人にも署名を得ます。配

布リストも残し、後日、一部の世帯に使途を伺います。

認定特定非営利活動法人 Hope and Faith International

TEL＆FAX 03-3707-6159 office@internationalhf.net WEB:http://internationalhf.net/

ヌワコット郡の被災範囲図（MapAction／国連OCHA）

図はヌワコット郡の被災範囲です。水色の範囲が被害を受けた地域、中央の濃い青の帯がトリシュリ川の氾濫

と土石流の跡で、赤い丸で示したのが今回断水しているビドゥル市街地（Bidur）です。

赤い二つのT字の記号は流失・破壊された橋、人を四角で囲んだ記号は避難所を表します。通行再開が望まれて

いるクリシュナビールは図の左下（南西）の先、ダディン郡側です。

＊出典：MapAction／国連OCHA「Reference Map of Nuwakot District」（2026年9月3日公開）

■現金支援の内訳（第四報時点・10世帯） 20,000／6,000／5,000／3,000／2,000ル
ピー 主な使途は日用品と生活必需の家財
■受領確認書に残すこと 氏名・世帯・金額・日付／ご本人の署名または拇印／立会
人（ワード役員）の署名／配布リストと後日の使途確認

mailto:office@internationalhf.net


皆さまへのお願い

現地スタッフによれば、いま最も役に立つのは、

①子どもたち約20人の就学継続支援（学費・制服・

文具など）と、③住まいを失ったご家族への現金支

援です。②ヤギの再導入と飼料も有効です。④水の

安全は塩素液や浄水錠の配布を候補に行政事業との

重なりを見極めてから、⑤調理用ガスは供給改善に

より後順位としています。

復旧は始まりましたが、資材費・人件費・生活費

には、なお手当てがついていません。HFIは、行政

や大きな団体が担いにくい「一人ひとりの暮らしと

学び」を現地パートナーと支え、ご寄付はその費用

にあてます。

■寄付金受付口座■
ゆうちょ銀行 振替口座（口座名：NPO法人HFI） 00160-1-374014 
ゆうちょ銀行 通常貯金 （口座名：NPO法人HFI） 10180-
65527961
三井住友銀行 普通預金 二子玉川支店

（口座名：特定非営利活動法人Hope and Faith International ）

3929626 

オンラインでクレジットカード
による寄付ができるようになり
ました。ぜひご活用ください。

認定特定非営利活動法人 Hope and Faith International

TEL＆FAX 03-3707-6159 office@internationalhf.net WEB:http://internationalhf.net/

■HFIについて 認定特定非営利活動法人として東京都の認定を受けており、皆さまからのご寄付は寄付金控除の対象となります。事業

報告書・決算書は内閣府NPO法人ポータルサイトおよび当法人ウェブサイトで公開しています。

■情報ソース 本報の現地情報は、現地NGOパートナー シグラジ・タマン氏からの2026年9月29日の報告にもとづき、カトマンズ・ポスト、

ネパール・プレス、カンティプール、WASHKhabar、国連OCHA等の公表資料と照合して掲載しています。世帯調査は継続中で、数値は

現時点の暫定値です。

■これまでのご報告
第一〜三報では、2026年8月の豪雨によるネパール・ヌワコット郡の洪水発生と初期の被害、
HFIの事業地である第7区の状況、ビドゥル市街地の基幹水道の全壊と約5,000世帯の断水を
お伝えしました。

■今後の予定
10月 子どもたち約20人の就学支援を開始
10月〜 現金支援は受領確認書と立会人署名で記録し、継続の可否を判断
11月 ヤギ飼育約90世帯の聞き取りを完了し、第五報でご報告
以降 支援の実施状況と使途を、報告書とウェブサイトで公開

■最新のネパール報道（2026年9月）
・行方不明：出典で差があります。ネパール警
察発表（9月24日）は4,655人、国連報告の
NDRRMA集計（9月23日19時）は5,644人。政府
は3か月で死亡登録を可能にする手続きを整備
中です。
・道路：クリシュナビールの仮設道路は9月17
日に通行再開。9月29日時点は片側交互通行で
す。
＊学校の再開と水道の復旧は1面・2面で報告し
ています。
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Nepal, Nuwakot Flood Update 
<Fourth Report>

■ Household interviews begin with the ~90 goat-farming families —

the some 20 children we support are back in class

Our local NGO partner, Mr. Singh Raj 

Tamang, has sent the first findings gathered for 

this fourth report: the situation of the roughly 

90 goat-farming households and the some 20 

children HFI supports.

In the first family confirmed, that of Faute 

Tamang, no one died or is missing. But the 

house of his third son was buried by the flood, 

and the main house is partly damaged and 

unsafe to live in. The family is staying in the 

village with their mother.

Their goats and other livestock are safe, and 

their land and fodder areas were not washed 

away. We will report the remaining households 

as the interviews are completed.

Families Today

 Interviews begin with ~90 goat-farming 
households

 All ~20 children safe and back in class
 65 schools in Bidur reopened on 9 September
 Still no news of the missing father
 Cash support reached 10 households (NPR 

2,000-20,000)

■ Publisher ■ 4-10-20 Tamagawa, Setagaya-ku, Tokyo 158-0094 
Makoto Fukui, Representative, Certified Specified Nonprofit Corporation Hope and Faith 
International

Published: September 30, 2026

■ The some 20 children we support

As far as we have been able to check, all of the 

children are safe, living with their mothers in 

rented rooms and back in their classes.

The Kathmandu Post reports that 65 of Bidur's 

schools resumed lessons on 9 September. Of the 

79 before the disaster, five were destroyed and 

nine are used as shelters. The municipality says 

children may attend a school that is easier to 

reach, even without a uniform.

■ A missing father, and a grandmother raising 

two grandchildren

The father of Roshi Tamang, who went missing 

in the hydropower tunnel, has still not been 

found. Our local partner reports that there is no 

new information. The government is preparing 

procedures to register as deceased those untraced 

after three months. This family needs help with 

rent and a route back to work.

The grandmother raising two grandchildren lives 

with the children. Her own situation is hard, and

continued help with school costs is needed so the 

children do not leave school.

■ Photo: a 
riverside buried 
by debris
A large landslide 
blocked the road 
along the river. 
Excavators are now 
clearing the debris 
to reopen the route.



Water, Roads, Gas

What is happening now

■ Bidur is still under severe water restrictions - full restoration is 

estimated at about NPR 50 million

As reported in early September, Bidur town 

remains under severe water restrictions. According 

to the Bidur water users' association, the intake on 

the Phalakhu Khola and about 4-4.5 km of main 

pipeline were washed away or damaged. Some 

areas received water only once in 12 days, and 

normal supply may take more than four months to 

restore (Kathmandu Post, 8 September).

The Water Supply Office estimates full restoration 

at about NPR 50 million (5 crore). The government 

has provided a generator and pumps, but the cost 

of pipes and the labour for the work are still 

unfunded.

For now, 5,000-litre tanks installed by the Nepal 

Red Cross at five points in the town are serving 

about 400 households.

On the roads, a temporary track bypassing the 

collapsed section at Krishnabhir reopened to traffic 

on 17 September. After further rain-related 

disruption, traffic was moving one way through the 

section as of 29 September, while work continued to 

restore two-way movement. How fast materials and 

workers can be brought in will decide the pace of 

repair.

Water and Roads

 Severe water restrictions; repair about NPR 
50 million

 Source intake and ~4-4.5 km of main 
pipeline lost

 Red Cross tanks serve ~400 households
 Krishnabhir track reopened 17 Sep; still one-

way
 E. coli in 5 of 15 drinking-water samples in 

Bidur
 LPG short; firewood use returning

■ Publisher ■ 4-10-20 Tamagawa, Setagaya-ku, Tokyo 158-0094 Makoto 
Fukui, Representative, Certified Specified Nonprofit Corporation Hope and 
Faith International

■ Cooking gas

The Krishnabhir track reopened on 17 

September, improving transport for LPG and 

other supplies. Our local partner reports 

quantities remain insufficient; families switch 

between induction plates, rice cookers, firewood 

and LPG, and power cuts push them back to 

firewood.

■ Small-scale water treatment

Full restoration may take several months, and 

waterborne disease is the main risk. Five of 15 

drinking-water samples in Bidur tested positive 

for E. coli (Kathmandu Post, 4 Sep; the sources 

were later chlorinated), and 81 diarrhoea cases 

were recorded in Rasuwa holding centres in three 

weeks (Rising Nepal, 19 Sep). In early September 

officials reported no major outbreak. Oral cholera 

vaccination began on 10 September; reporting on 

20 September gave 40,291 vaccinated in 

Nuwakot municipality.

Household treatment is well established in Nepal 

- ENPHO's Piyush chlorine solution and tablets -

at a few thousand rupees per family including a 

lidded storage container and soap. UNICEF has 

already distributed purifiers and jerrycans, so we 

will check in Ward 7 that we would not duplicate 

them.

Report No. 5 will cover where Ward 7 families 

get their drinking water, whether they treat it, 

what other agencies are distributing, and whether 

we go ahead.

Cooking Gas and Water Treatment

■ Photo: the hydropower plant buried by debris 
(deposits of about 15 m); left, before the flood



Cash Support, and How We Record It

Our local partner HFSN has begun giving cash assistance to affected 

families. As of this fourth report, 10 households have received support. 

The amounts varied with each family’s circumstances - NPR 20,000, 

6,000, 5,000, 3,000 and 2,000 - and were used mainly for daily 

necessities and essential household items.

Families who had just lost their homes could not be asked for purchase 

receipts at that moment. From now on we will use a signed 

acknowledgement of receipt instead, recording name, household, amount 

and date with the recipient’s signature or thumbprint. Each handover will 

be witnessed by a third party such as a ward official, who also signs. We 

will keep a distribution list, and follow up later with a sample of 

households.

Certified Specified Nonprofit Corporation Hope and Faith International

TEL & FAX 03-3707-6159 office@internationalhf.net WEB:http://internationalhf.net/

Reference Map of Nuwakot District (MapAction / UN OCHA)

This map shows the disaster extent in Nuwakot District. The pale blue areas are the affected zones, the 

darker blue band across the centre is the flood and debris-flow track of the Trishuli River, and the red circle 

marks Bidur, now without piped water.

The paired red "T" symbols are destroyed bridges, and the mark of a figure inside a square is a holding 

centre for displaced people. Krishnabhir lies beyond the lower-left of this map, in Dhading District.

* Source: MapAction / UN OCHA, Reference Map of Nuwakot District (3 Sep 2026)

■ Cash support so far (10 households) NPR 20,000 / 6,000 / 5,000 / 3,000 / 2,000 - mainly 
daily necessities and essential household items
■ What the receipt record keeps name, household, amount, date / signature or thumbprint 
/ a ward official as witness / distribution list and later follow-up



A Request to Everyone

Our local staff say the most useful support now is 

(1) continued education for the some 20 children 

(fees, uniforms, stationery and the like) and (3) 

cash grants for families who lost their homes. (2) 

Goat restocking and fodder support is also effective. 

(4) Water safety - chlorine solution or tablets - is a 

candidate once any overlap with the government's 

work is clear, and (5) cooking gas is ranked lower as 

supply improves.

Restoration has begun, but materials, labour and 

living costs remain unfunded. HFI works with our 

local partner on what governments and large 

agencies reach least - the daily life and learning of 

each child and family - and your gifts go to that 

work.

■ Donation Acceptance Account ■
Japan Post Bank Transfer Account (Account Name: NPO HFI) 00160-1-
374014 
Japan Post Bank Regular Savings Account (Account Name: NPO HFI) 
10180-65527961
Sumitomo Mitsui Banking Corporation Ordinary Deposit Futako 

Tamagawa Branch 
(Account Name: Specified Nonprofit Corporation Hope and Faith 

International)3929626 

You can now donate online
by credit card. Please make
use of it.

認定特定非営利活動法人 Hope and Faith International

TEL&FAX 03-3707-6159 office@internationalhf.net WEB:http://internationalhf.net/

■ About HFI Certified as a specified nonprofit organization by the Tokyo Metropolitan Government;

donations qualify for tax deduction in Japan. Our business and financial reports are published on the

Cabinet Office NPO portal and on our website.

■ Sources The local information in this report is based on the 29 September 2026 report of our local

NGO partner, Mr. Singh Raj Tamang, cross-checked against the Kathmandu Post, Nepal Press, Kantipur,

WASHKhabar and UN OCHA. Household interviews are ongoing and the figures are provisional.

■ Previous Reports

Reports 1-3 covered the August 2026 floods in Nuwakot District and the initial damage, the situation 

in Ward 7 where HFI works, and the destruction of Bidur's trunk water system, which left about 5,000 

households without water.

■ What happens next
October: begin education support for the some 20 children (fees, uniforms, stationery, transport)
From October: record cash grants with signed acknowledgements and witnesses, and decide on continuing them
November: complete the interviews with the ~90 goat-farming households and report in Report No. 5
Thereafter: publish how support is delivered and used, in our reports and on our website

■ Latest Nepali reporting (September 2026)
- Missing: figures differ by source and cut-off. Nepal 
Police spokesperson reporting on 24 September gave 
4,655; NDRRMA figures in the UN situation report, as of 
19:00 on 23 September, gave 5,644. A legal procedure is 
being prepared to allow death registration after three 
months.
- Roads: the temporary track at Krishnabhir reopened on 
17 September; after further rain it was one-way as of 29 
September.
* School reopening and the state of water repair are 
reported on pages 5 and 6.
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